
 

医療法人社団 誠仁会を受診された患者さまへ 

当会では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

 

施設名 

 

みはま病院・みはま佐倉ｸﾘﾆｯｸ・みはま成田ｸﾘﾆｯｸ・みはま香取ｸﾘﾆｯｸ 

 

研究課題名 

（研究番号） 

経尿道的尿路結石砕石術（RIRS）において12/14Fr尿路アクセスシースの使

用は許容されるか。（Is it acceptable to use 12/14Fr ureteral access 

sheath in retrograde intrarenal surgery（RIRS）?） 

（23-011） 

当会の研究責任者 
（所属） 

宮富良穂（みはま病院 医局） 

他の研究機関および

各施設の研究責任者 

 
ありません 

 

本研究の目的 

経尿道的尿路結石症手術（RIRS）の際に使用している尿管アクセスシ

ースの径が与える効果とその合併症の詳細はこれまで調査・検証され

たことがありません。 

そこで、みはま病院で経尿道的尿路結石症手術（RIRS）を行った患者

さんを調査することで、特に12/14Frの太いシースの使用が許容されるの

か検証します。 

調査データ

該当期間 
2017年01月01日～2023年03月31日 

研究の方法 
（使用する試料等） 

診療録を用いて下記の調査項目を分析します。 
年齢、性別、結石位置・結石径、既往症、水腎症、prestenting、嵌頓結
石、手術時間、尿管アクセスシース径・長・商品名、術者、術後合併症。 

試料/情報の 

他の研究機関への提供

および提供方法 

試料の収集および他の機関への情報の提供はありません。 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から氏名、住所など患者さんを直接特定できる個人情報は削

除します。研究成果は学会等で報告・発表を予定していますが、その際も

患者さんを特定できる個人情報は利用ません。 

また、データの利用を希望されないとのお申し出をいただいた場合には、

速やかにデータを削除します。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業などはありません。 

お問い合わせ先 
電話：043-271-2200 

担当者：みはま病院 宮富良穂 

備考 
 

 

 

 

 

 


